
団体名

項目

2.目標

各団体2～3曲の発表、全体合唱
他の団体と比べると私たちはま
だまだ甘いと痛感した。
茶話会では、他団体と交流を深
めるとともに、演奏会の宣伝をす
ることができた。

今回の取り組みについての評価

  活動名（大会・行事等）： 　仏教合唱音楽交流会

1.活動内容

　※評価について 　４：よくできた、３：まあまあできた、２：あまりできなかった、１：まったくできなかった

活動報告書

内　　　容

6.次回活動
　 の目標

4.目標と結果
  のギャップ

5.次回の
　取り組み

もう少しフレーズ毎に完成度をつめていく必要があった。
日頃から歌う曲ではクセがついているため、根本から表現
を見直すべき。交流の面では問題なし。

次回は、来年に第5回仏教合唱交流会が催されるので参
加予定

  活動日時：　平成　24年　9月　23日（日）

先生の指揮に合わせた表現をつけ仏教讃歌を歌いあげ
る。
また、他の仏教讃歌を扱う合唱団と交流を深める。

3.結果報告

  活動場所：　立正佼成会

楽しく交流するというのを忘れずに一曲一曲の仏教讃歌を
大切に歌いたい。

音楽部混声合唱団

4・3・2・1

参加団体
・武蔵野大学音楽部ルンビニー

・築地本願寺楽友会
・大正大学音楽混声合唱団
・男性合唱団アモルファス
・大本山増上寺合唱団
・成田仏教聖歌合唱団
・妙智音楽隊合唱部


